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厳しい市場環境の変化に対応した俊敏で強靭な事業体制を構築し，他社専業メーカーとの競

争を優位に進めるため，三菱重工印刷紙工機械(株)は，印刷機及び紙工機械の設計，製造，販

売からアフターサービスまでを手掛ける新会社として 2010 年７月に発足した。 

当社は，三菱重工業(株)紙・印刷機械事業部時代から国内外の印刷，包装業界にトップブラン

ド商品を供給してきたが，新会社発足を機に，お客様の多様な要望に的確に応える開発戦略や

地域市場戦略を一層機動的に展開してきた。 

新聞オフセット輪転機“DIAMONDSPIRIT-SA”は，当社が長年にわたって蓄積してきた技術力

とノウハウを活かして，特に価格面で，これまで参入が難しかった新興国向けに開発し，市場投入

した新機種である。 

|1. 新興国向け機種開発の背景 

新聞紙というメディアは，電子媒体の増加に伴い，停滞気味の欧米・日本よりはむしろ，人口が

増加し，知識層・富裕層が増加しているアジア諸国（中国・インド）を中心とした新興国で伸張して

いる。これらの国では，新聞紙を印刷する新聞オフセット輪転機の新設・更新需要も多いが，新聞

オフセット輪転機の市場価格は欧米・日本に比べ低く，単幅機と呼ばれる小型・低価格型の新聞

オフセット輪転機の占める割合が高い。この市場に参入するために，当社は，特にインド市場をタ

ーゲットとして，生産性が高い倍幅機と呼ばれる新聞輪転機の徹底的なコンパクト化と仕様の絞

込み，新規サプライヤの開拓を含めたサプライチェーンの見直しを行った。約２年半に及んだコン

カレントエンジニアリングを経て，市場価格に対応した新機種（DIAMONDSPIRIT-SA）を開発し

た。 

インド市場のマーケットの特徴としては，①日本国内に比べ新聞の紙幅が狭い（406.5mm→

350mm：14％減），②市場価格が低い（国内市場比：25％減），③電力供給が不安定，④地震は

少ないが，高層建築技術も乏しい等，コンパクト・低価格な輪転機が求められる条件が整ってい

る。 

|2. DIAMONDSPIRIT-SA の開発 

新聞オフセット輪転機は，約１万種，約５万点の部品から構成される。今回の新機種開発では，

新興国市場への価格対応とするために，目標売価（従来機種比：▲25％）から目標原価を設定

し，部品単位でパレート図などを用いた部品コストの実態調査を行った。目標コストを装置単位で

細かく設定して，①構造・設計変更，②仕様の絞込み，③調達方法変更の観点からコンカレント

エンジニアリングを通じてアイデアを募り，性能検証の要否のリスクも加味しながら，アイデアを集

約していった。 
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2.1 長尺小径ロールの採用：構造・設計変更 

新機種 DIAMONDSPIRIT-SA の開発に当たり，構造・設計変更を伴う最も大きなポイントは，長

尺小径ロールの採用である（図１）。従来，新聞オフセット輪転機の倍幅機では，長尺大径ロール

で印刷しており，剛性を確保するために，２倍周長（新聞２頁印刷周長）を有する大径のロールが

必要であった。これに対し，インド市場では紙幅が狭いので，当社のこれまで培った高速化・制振

化技術の一つであるナローギャップ印刷シリンダの採用や，ベアラコンタクトと呼ばれる高剛性化

技術を組み合わせ，３Ｄモデルによる動的解析シミュレーションや実機サイズの要素検証を経て，

等倍周長（新聞１頁印刷周長）の小径ロールを採用し，ロール径の半減化を実現した。 

 

 

図１ 従来機種と新機種の比較（ロールの組合せ） 

 

ロール小径化の実現により，新聞オフセット輪転機の代表的な装置である印刷ユニットでは，

装置１台あたり重量は約 30％減，ユニット高さ約 22％減，幅約 18％減という，大幅な軽量化・コン

パクト化が図られた（図２）。このため，新聞オフセット輪転機全体でも重量が約 20％減，全高約

10％減，全幅約 33％減を実現できた（図３）。 

また，ロール小径化による低慣性化と従来培ってきた低動力技術を融合することで，新聞オフ

セット輪転機の低動力化が実現し，消費電力を最大 20％削減できることを実機検証にて確認済

みである。 

 

 

図２ 従来機種と新機種の比較（印刷ユニットの重量及びサイズ） 
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図３ 従来機種と新機種の比較 

（新聞オフセット輪転機全体の重量・サイズ・消費電力） 

 

2.2 コンカレントエンジニアリング：図面整備，調達方法の見直し 

既存サプライヤとの VA(Value Analysis)・VE(Value Engineering)活動で得られたアイデアを積極

的に図面に反映するとともに，グローバル調達が可能な図面内容への変更など，設計部門は

図面整備を進めた。また調達・工作部門は，部品単位の目標単価を設定し，新規サプライヤの開

拓や新たなVA・VE提案を入手した。このような製図作業と迅速なコスト把握を両立させるコンカレ

ントエンジニアリングが功を奏し，低価格＝市場価格（当社従来機種比で売価 25％低減）に対応

することができた。 

|3. DIAMONDSPIRIT-SA の仕様及び特徴 

3.1 DIAMONDSPIRIT-SA の仕様 

従来機種（DIAMONDSPIRIT）に比べ，速度やフォーマットのバリエーションは少ないものの，新

興国市場で競合可能な必要最小限の仕様を有している（表１）。 

   

表１ 従来機種と新機種の比較（速度，フォーマット） 

機械仕様 従来機種（DIAMONDSPIRIT） 新機種（DIAMONDSPIRIT-SA） 

輪転機速度 8 万部/時 （片出し） 7.5 万部/時 （片出し） 

フォーマット（周長×紙幅） 

546mm×1626mm 

541mm×1626mm 

他 

546mm×最大 1400mm 

 

3.2 DIAMONDSPIRIT-SA の特徴 

新聞オフセット輪転機のコンパクト化により，当社は，お客様の R.O.I.（Return On Investment）

の最大化を提案できるようになった。 

①イニシャルコストの削減： 機械のコンパクト化による建屋コスト削減 

②ランニングコストの削減： 機械の消費電力削減，建屋コンパクト化による空調コスト削減 

これまで２回の社内公開試運転（2013 年８月 30 日，2013 年 11 月 27 日）を行ったが，本機種

は新興国から来訪いただいたお客様の評価も高く，新興国市場での商談が相次いでいる。また

インド市場への初号機納入（機械構成：最大 40 頁，32 個面カラー印刷可能，2014 年 12 月まで

に現地稼動予定）も決まっている。今後も社内全部門の力を結集して本機種の完成度向上に努

めていくとともに，お客様の新規獲得に向けた拡販活動に一層注力していく。 

     
 


